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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第43期

第３四半期累計期間
第44期

第３四半期累計期間
第43期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 893,890 787,044 1,425,194

経常損失（△） (千円) △586,279 △258,068 △723,180

四半期(当期)純損失（△） (千円) △590,774 △264,826 △876,281

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ─ ─ ─

資本金 (千円) 1,491,375 1,491,375 1,491,375

発行済株式総数 (株) 13,934,592 13,934,592 13,934,592

純資産額 (千円) 1,861,203 1,312,520 1,576,921

総資産額 (千円) 3,322,222 2,527,590 3,259,143

１株当たり四半期
(当期)純損失（△）

(円) △43.11 △19.33 △63.95

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

１株当たり配当額 (円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 56.0 51.9 48.4

　

回次
第43期

第３四半期会計期間
第44期

第３四半期会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純損失（△） (円) △18.94 △3.41

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、１株当たり四半期(当期)純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当社は、継続的な営業損失の発生に加え、売上高も減少傾向で推移していることから、継続企業の前提に

関する重要事象等が存在しております。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文章中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。　

(1) 業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、欧州債務危機問題や中国の経済成長率の鈍化、新興国経

済の減速等の影響により先行き不透明な状態が続いているものの、後半での円高修正や景気対策への期

待が膨らむなど、明るい材料も出始めてまいりました。

当業界におきましては、３Ｄスキャナは自動車関連向けに回復基調で推移しておりますが、光ディスク

関連は新たな設備ニーズも少なく低調な状況が続いており、引き続き厳しい受注環境で推移いたしまし

た。

このような状況のなかで当社は、新製品の「ポータブル型Ｘ線残留応力測定装置」を市場投入し、積極

的な受注活動を展開する一方、既存製品の拡販に注力いたしましたが、光ディスク関連の落ち込みが厳し

く、受注高は９億14百万円（前年同期比17.1％減）となり、売上高は７億87百万円（前年同期比12.0％

減）となりました。

損益面につきましては、給与や諸手当の減額に加え退職金制度の見直しを行うとともに、出張経費につ

いても制度面からの見直しを行ったことから、相応の固定費削減効果が現れているものの、売上高の低迷

による影響が大きく、２億82百万円の営業損失（前年同期は５億93百万円の損失）、２億58百万円の経常

損失（前年同期は５億86百万円の損失）、２億64百万円の四半期純損失（前年同期は５億90百万円の損

失）となりました。

　
(2) 財政状態の分析

当第３四半期会計期間末における総資産は25億27百万円となり、前事業年度末と比べて７億31百万円

減少いたしました。これは主に、有価証券が４億50百万円、受取手形及び売掛金が２億33百万円、現金及び

預金が83百万円それぞれ減少したことによるものであります。

負債は12億15百万円となり、前事業年度末と比べて４億67百万円減少いたしました。これは主に、未払

金が３億14百万円、長期借入金が88百万円、それぞれ減少したことによるものであります。

純資産は13億12百万円となり、前事業年度末と比べて２億64百万円減少いたしました。これは、利益剰

余金が２億64百万円減少したことによるものであります。
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(3) 研究開発活動

当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は１億36百万円であります。

　なお、当第３四半期累計期間において当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(4) 生産、受注及び販売の実績

　① 生産実績

当第３四半期累計期間における生産実績は、次のとおりであります。

生産高（千円） 前年同四半期比（％）

887,013 104.7

（注）生産高は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。
　

　② 受注実績

当第３四半期累計期間における受注実績は、次のとおりであります。

受注高（千円） 前年同四半期比（％） 受注残高（千円） 前年同四半期比（％）

914,609 82.9 355,858 63.8

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

　③ 販売実績

当第３四半期累計期間における販売実績は、次のとおりであります。

販売高（千円） 前年同四半期比（％）

787,044 88.0

（注）１ 主な輸出先、輸出販売高及び割合は、次のとおりであります。

輸出先

前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間

（自　平成23年４月１日
　　至　平成23年12月31日）

（自　平成24年４月１日
　　至　平成24年12月31日）

販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％）

アジア 144,862 54.2 110,208 68.8

北米 45,607 17.0 44,343 27.7

ヨーロッパ 56,215 21.0 5,499 3.4

その他 20,785 7.8 224 0.1

計 267,472 100.0 160,276 100.0

 ２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(5) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はあ

りません。
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(6) 事業等のリスクに記載した重要事象等を解消し、又は改善するための対応策

当社は、継続的な営業損失の発生に加え、売上高も減少傾向で推移していることから、継続企業の前提

に関する重要事象等が存在しております。

このような状況を早期に解消するため、次の具体策を実施いたします。

　
① 受注の確保に向けた取組み

引き合い案件を倍増させる活動に取組むとともに、既存顧客への深耕営業を徹底し、売れ筋製品に的

を絞った営業展開を進めております。

また、新製品の「ポータブル型Ｘ線残留応力測定装置」の販売に全社をあげて取組むとともに、自社

の製品や設備を活用した計測サービスや受託実験など、付随するサービス事業にも注力することによ

り、新たな需要の発掘に努めております。

　
② 材料費及び外注費の低減

作りやすさを追究した設計を徹底し、使用部品の変更や購入方法の見直しを行うなど、引き続き、あ

らゆる面からのコストダウンに取組んでまいります。

　
③ 新規事業の早期立上げと新製品の早期市場投入

新規事業としてヘルスケア関連に注力し、大学や研究機関にて試作品の評価実験を進めるなど、早期

の事業化に向けた製品開発に注力してまいります。

　

④ 人件費の削減

固定費削減のため新たな賃金体系（基本給の減額を含む。）に移行し、当事業年度から運用を開始し

ました。

　また、前事業年度末に希望退職者を募集するとともに、特定派遣や企業間応援による社外出向を機動

的に実施するなど、人件費の抑制に取組んでおります。

　

⑤ 制度や仕組みの見直し

業務の合理化に向けて、新たな視点から効率化を考えて既存のルールや仕組みを見直すことにより、

無駄の削減や利益創出につなげてまいります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 32,000,000

計 32,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,934,592 13,934,592
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は、1,000株

計 13,934,592 13,934,592― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年12月31日 ─ 13,934,592 ─ 1,491,375 ─ 1,099,653

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 　 232,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 13,376,000 13,376 ―

単元未満株式 普通株式    326,592― ―

発行済株式総数 13,934,592 ― ―

総株主の議決権 ― 13,376 ―

(注) １．「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式がそれ

ぞれ1,000株(議決権１個)及び145株含まれております。

２．単元未満株式数には、当社所有の自己保有株式967株が含まれております。

３．当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成24年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
パルステック工業株式会社

静岡県浜松市北区
細江町中川7000-35

232,000 ─ 232,000 1.66

計 ― 232,000 ─ 232,000 1.66

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成24年10月１日から

平成24年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)に係る四

半期財務諸表について、ときわ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号）第５条第２

項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみ

て、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度

に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 1.6％

売上高基準 0.1％

利益基準 0.4％

利益剰余金基準 0.0％
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 582,699 499,548

受取手形及び売掛金 ※２
 712,645

※２
 479,508

有価証券 550,000 100,000

仕掛品 319,293 388,637

原材料及び貯蔵品 127,059 110,744

その他 51,697 31,176

貸倒引当金 △21,132 △13,713

流動資産合計 2,322,263 1,595,900

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 319,687 341,279

その他（純額） 237,448 235,168

有形固定資産合計 557,135 576,448

無形固定資産 41,354 33,665

投資その他の資産

投資有価証券 74,598 72,286

その他 355,307 340,796

貸倒引当金 △91,515 △91,506

投資その他の資産合計 338,389 321,576

固定資産合計 936,879 931,689

資産合計 3,259,143 2,527,590

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※２
 35,592

※２
 23,958

短期借入金 100,000 100,000

1年内返済予定の長期借入金 100,508 123,612

未払金 ※１
 524,297

※１
 210,049

未払法人税等 5,041 3,846

その他 105,265 54,877

流動負債合計 870,705 516,343

固定負債

長期借入金 409,492 320,833

退職給付引当金 370,796 377,893

役員退職慰労引当金 13,942 －

その他 17,286 －

固定負債合計 811,517 698,726

負債合計 1,682,222 1,215,069
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(単位：千円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,491,375 1,491,375

資本剰余金 1,099,653 1,099,653

利益剰余金 △852,295 △1,117,121

自己株式 △163,098 △163,103

株主資本合計 1,575,634 1,310,803

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,286 1,717

評価・換算差額等合計 1,286 1,717

純資産合計 1,576,921 1,312,520

負債純資産合計 3,259,143 2,527,590
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

売上高 893,890 787,044

売上原価 805,244 568,688

売上総利益 88,646 218,356

販売費及び一般管理費 682,580 500,841

営業損失（△） △593,933 △282,485

営業外収益

受取利息 694 1,367

受取配当金 361 424

為替差益 － 612

助成金収入 22,361 17,247

貸倒引当金戻入額 － 7,427

その他 2,482 2,870

営業外収益合計 25,899 29,949

営業外費用

支払利息 3,608 5,531

為替差損 10,821 －

投資事業組合運用損 3,815 －

その他 － 1

営業外費用合計 18,245 5,532

経常損失（△） △586,279 △258,068

特別利益

固定資産売却益 86 －

保険差益 － 305

特別利益合計 86 305

特別損失

固定資産除却損 55 1,709

特別損失合計 55 1,709

税引前四半期純損失（△） △586,248 △259,471

法人税、住民税及び事業税 4,525 5,354

法人税等合計 4,525 5,354

四半期純損失（△） △590,774 △264,826
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

当社は、継続的な営業損失の計上に加え、売上高も減少傾向で推移していることから、継続企業の前提に

関する重要事象等が存在しております。

このような状況を早期に解消するため、次の具体策を実施いたします。

１．受注の確保に向けた取組み

引き合い案件を倍増させる活動に取組むとともに、既存顧客への深耕営業を徹底し、売れ筋製品に的

を絞った営業展開を進めております。

　また、新製品の「ポータブル型Ｘ線残留応力測定装置」の販売に全社をあげて取組むとともに、自社

の製品や設備を活用した計測サービスや受託実験など、付随するサービス事業にも注力することによ

り、新たな需要の発掘に努めております。

２．材料費及び外注費の低減

作りやすさを追究した設計を徹底し、使用部品の変更や購入方法の見直しを行うなど、引き続き、あ

らゆる面からのコストダウンに取組んでまいります。　

３．新規事業の早期立上げと新製品の早期市場投入

新規事業としてヘルスケア関連に注力し、大学や研究機関にて試作品の評価実験を進めるなど、早期

の事業化に向けた製品開発に注力してまいります。

４．人件費の削減

固定費削減のため新たな賃金体系（基本給の減額を含む。）に移行し、当事業年度から運用を開始し

ました。

　また、前事業年度末に希望退職者を募集するとともに、特定派遣や企業間応援による社外出向を機動

的に実施するなど、人件費の抑制に取組んでおります。　

５．制度や仕組みの見直し

業務の合理化に向けて、新たな視点から効率化を考えて既存のルールや仕組みを見直すことにより、

無駄の削減や利益創出につなげてまいります。

　

以上の対策を講じることにより、業績の回復を目指してまいりますが、これらの実現及び効果は、実施途

上であることに加え、歴史的な円高による経済情勢や国内外の市場動向に影響されることから、現時点では

継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

　なお、当社の四半期財務諸表は、継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確

実性の影響を四半期財務諸表に反映させておりません。

　
【会計方針の変更等】

当第３四半期累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産につい

ては、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる当第３四半期累計期間の営業損失、経常損失及び税引前四半期純損失への影響は軽微であります。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

※１　ファクタリング方式により振替えた仕入債務の未払額

　
前事業年度

(平成24年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成24年12月31日)

　 150,761千円 148,079千円

　

※２　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が、

四半期会計期間末残高に含まれております。

　

　
前事業年度

(平成24年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成24年12月31日)

受取手形 28,798千円 1,590千円

支払手形 506 763

　

(四半期損益計算書関係)

該当事項はありません。　

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　

　
前第３四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

減価償却費（千円） 55,847 42,981
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(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

　

当第３四半期累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

関連会社がないため記載しておりません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

   前第３四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

当社は、電子応用機器・装置事業の単一セグメントでありますので、セグメント情報の記載を省略して

おります。

　

   当第３四半期累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

当社は、電子応用機器・装置事業の単一セグメントでありますので、セグメント情報の記載を省略して

おります。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

１株当たり四半期純損失(△)(円) △43.11 △19.33

(算定上の基礎) 　 　

四半期純損失(△)(千円) △590,774 △264,826

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る四半期純損失(△)(千円) △590,774 △264,826

普通株式の期中平均株式数(千株) 13,702 13,701

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年２月13日

パルステック工業株式会社

取締役会  御中

ときわ監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    疋田　憲司    印

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    岩田　礼司    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているパルステック工業

株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第44期事業年度の第３四半期会計期間(平成24年10月１日から

平成24年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、パルステック工業株式会社の平成24年12月31日現在の財政状態及び同日をもっ

て終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。
　
強調事項

継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は継続的な営業損失の発生に加え、売上高も減少傾向で推

移していることから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しており、現時点では継続企業の前提

に関する重要な不確実性が認められる。なお、当該状況に対する対応策及び重要な不確実性が認められる理由については

当該注記に記載されている。四半期財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な不確実性の影響

は四半期財務諸表に反映されていない。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
　

EDINET提出書類

パルステック工業株式会社(E02021)

四半期報告書

17/17


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期財務諸表
	(1)四半期貸借対照表
	(2)四半期損益計算書
	第３四半期累計期間
	継続企業の前提に関する事項
	会計方針の変更等
	四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

